
｢市立病院再生に向けて｣

第１回 市民報告会

銚子市長 野平 匡邦



これまでの経緯(市長就任から)

市立銚子高校へ事業概要説明（看護師確保対策）８月１７日

｢銚子市立病院再生準備機構」と委任契約

締結（東京事務所：港区内(ｽﾍﾟｰｽは８畳)）
７月２３日

第１回 再生準備機構総会の開催７月２８日

第２回 再生準備機構総会の開催９月２９日

臨時議会で病院再生関連補正予算が可決

（３，１５０万円）
７月１６日

第５回 指定管理者選定委員会を開催６月２６日

市長就任５月１８日
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医師数

常勤医師数の推移（各年の４月１日現在） ※嘱託医、派遣医を除く

出処：資料（銚子市立総合病院）

市立総合病院休止の原因（その１）

原因１：常勤医師の急激な減少



出処：資料（銚子市立総合病院）

市立総合病院休止の原因（その２）

原因２：財源不足（一般会計からの繰出しの限界）

約２３０億４千万円

９億円

１５億円

１６億円

９億円

９億２千万円

約８９億６千万円

約８２億６千万円

金 額
病院事業

累積欠損額
年 度

参考：平成２０年(決算)

約２３億９千万円

平成２０年（当初予算のみ）

約１８億４千万円平成１９年

約 ９億３千万円平成１７年

約１６億円平成１８年

合 計

約 ６億２千万円平成１６年

平成 ６年～平成１５年（１０年間）

平成１５年まで

約 ４億６千万円

昭和５９年～平成 ５年（１０年間）

病院事業会計への負担金等の推移

（水道事業からの
長期貸付７億円を含む）
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● 支払総額 ● 支払期間

約４１億円 平成２１年～平成４２年

・企業債償還に係る費用 ：約１９億円
・長期借入金（水道事業） ：約 ７億円
・総合事務組合一般負担金 ：約１５億円

平成２５～２９年度にかけて大幅に減る理由

①企業債償還の大幅な減少
約２億５千万円（H25）

↓
約 ７千万円（H26）

②長期借入金の完済
約２億円（H27）

↓
０円（H28）

H21.9現在

病院事業への固定経費支払見込額

２１ ２7 ２９ ３３ ４２年度

出処：資料（財政課）



出処：資料（病院管理室）

約２億２百万円

約１億７千４百万円

約２千８百万円

金 額項 目

合 計

経 費（負担金除く）

給与費

平成２１年度 病院事業会計予算（医業費用の一部抜粋）

市立病院の維持管理に係る主な経費

○市立病院の維持管理を５年間、行った場合

約２億２百万円 × ５年間 ＝ 約１０億１千万円



病院再生に向けての取組（その１）

銚子市立病院再生準備機構との委任契約

委任契約締結
●着手金（１回のみ）
●実費（随時）

１

銚 子 市

再生準備機構

医療資源の確保
（医師･看護師･医療法人等）

2

既存の法人が
確保できた場合

既存の法人が
確保できない場合

医療法人
を選択

新医療法人
を組み上げ又は

3 3

指定管理者候補者

指定管理者

議 会

選定委員会

報酬金の支払い
●返還規定あり

4



現 職 又は 最 終 職 業氏 名

弁護士
大 澤 一 記

弁護士
東 谷 隆 夫

病院顧問
木 多 良 輔

病院再生に向けての取組（その２）

再生準備機構 委員名簿

ひがしたに たかお

おおさわ かずのり

き た りょうすけ

（大阪回生病院）

（真和総合法律事務所）

（日本橋人形町法律事務所）

No photo

No photo



病院再生に向けての取組（その２）

再生準備機構 委員名簿

現職又は最 終 職 業氏 名

会社経営
田 中 肇

大学病院部長
原 田 修

病院経営企画室長
小 林 俊 規

は ら だ おさむ

た な か はじめ

こばやし としのり

（長野赤十字病院）

（浜松医科大学病院）

（日本ｺﾝﾃﾝﾂﾈｯﾄﾜｰｸ㈱）

No photo

No photo



病院再生に向けての取組（その３）

再生準備機構への委任契約内容

４ 既存の医療法人等の確保ができない場合は、経営主体の設立

５ 病院再開後における運営に関する事項の管理 など

３ 病院の経営主体となる既存の医療法人等の確保

２ 病院のあり方を踏まえた上で必要となる医師･看護師等の確保

１ 市立病院のあり方の検討及び病院再生までの計画
（あり方：公立病院として経営的に持続可能な、診療科、病床規模等）



病院再生に向けての取組（その４）

２回３ 市立病院の視察

２回４ 市立銚子高校を訪問(看護師確保のため)

４回
５ 地域医療についての取組

（関係者との打合せ等）

１７回
２ 病院再生までの計画に関する取組

（関係者との打合せ等）

６回
１ 医師確保のための取組

（医学部を持つ大学関係者との打合せ等）

回数活 動 状 況

再生準備機構の主な活動状況 （９月３０日現在）



病院再生に向けての取組（その５）

病院再生までの工程表



地域医療再生臨時特例交付金について

スケジュール

○ ９月 ２日 千葉県医療審議会（第１回）
↓

○ ９月３０日 千葉県医療審議会（第２回）
↓

県の計画を決定
↓

○１０月１６日 県から国に計画を提出
まで ↓

国の有識者協議会による審査
↓

事業の採択
↓

○１２月又は 県に基金を設置
２月議会 ↓

事業の開始



香取海匝圏域の現状（その１）

●旭中央病院への患者集中

匝瑳市民病院

･一般外来
･手術
･入院

旭中央病院
･一般外来
･難易度の高い手術
･入院
･回復期リハ

多古中央病院
･一般外来
･手術(難易度の高く
ない手術）
･入院

県立佐原病院

･一般外来
･手術
･入院

小見川総合病院

･一般外来
･手術
･入院

東庄病院
･一般外来
･手術(難易度の高く
ない手術）
･入院

銚子市立総合病院

･一般外来
･手術
･入院

かかりつけ医

患 者

日常の健康管理等

直接受診
患者集中

総合診療

診療休止中

旭中央病院からの
出口が不明確

出処：千葉県



３８．１

２．５

２４．４

匝瑳地域

５２．０２６．８５０．５救 急

９．８▲１６．７４．９外 来

３９．９５．７３０．２入 院

山武地域香取地域銚子市

１位 大阪市立総合医療ｾﾝﾀｰ ９６４人

２位 国保旭中央病院 ８６８人

３位 福井県立病院 ８６５人

４位 大垣市民病院 ８１２人

５位 豊橋市民病院 ７７２人

一日平均

入 院
患者数

１ 旭市外から旭中央病院に受診する患者の増加状況
(H12→H20増加率【％】)

２ 患者数（全国の自治体病院との比較）

１位 国保旭中央病院 3,507人
２位 大垣市民病院 2,417人
３位 豊橋市民病院 2,279人
４位 大阪市立総合医療ｾﾝﾀｰ 2,224人
５位 札幌市立札幌病院 2.011人

一日平均

外 来
患者数

香取海匝圏域の現状（その２）

出処：資料（旭中央病院）

出処：平成19年度地方公営企業年鑑

第２位の1.5倍



銚子市立総合病院の病床数

●病床数の状況と今後の方向性

５０～２００床
程度

１００～１５０床

１００～１５０床

銚子市立病院

あり方検討委員会

３９３床

１５０床

２０床

２３床

２００床

銚子市立

総合病院

精神病床

５０～２００床
程度

一般病床

合 計

結核病床

療養病床

銚子市立病院

再生の方向性



市立病院再生の方向性

●市立病院再生にあたっての検討事項

○経営理念の確立
（「情熱ある診療」と「冷静な経営」との分別）

○市内民間病院・診療所との協力体制の構築
（公的病院としての意義）

○旭中央病院･千葉大との協力体制の構築
（地域連携を強化し、安心した医療圏を構築）


